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「月見山こどもの森の紹介」

昭和55年10月オープンから、30年以上が経ちいたるところの老朽化が目立ってきていました。

平成25年度から逐次改修工事等が行われています。今後も順次改修工事等が行われる予定です。

４０種類の樹木を調べる「グリーンアドベン

チャー」老木や台風被害を受け、平成28年4

月にリニューアルしました。図鑑も充実させ、

より身近なものにしました。一度チャレンジ

をしてみてはどうでしょうか？すべてをクリ

アすると樹木博士は、間違いなし。

平成25年から2ヶ年をかけ平成27年4月リニューアル全２５基から１７基に減少はしましたが、来園者か

らは「比較的低学年の子供でも十分できて楽しい」と大好評です。

来園者やお電話等で「月見山こどもの森」が分かる地図かパンフレットがないかとの多数のご意見をい

ただき、昨年、遅まきながらパンフレットを作成しました。ハウス２F及び１F管理事務所に置いてあり

ます。来園者からは好評を得てます。
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開催日 材料費 募集人員イベント名 開催場所

夏休み宿題応援
自由研究

植物について調べよう
8月5日 要 月見山こどもの森

竹とんぼ教室 6月3日 要 くろしお鉄道夜須駅高架下

夏休み宿題応援
＃１木工教室

7月29日 要 くろしお鉄道夜須駅高架下

クリスマス
リース作り

12月2日 要 月見山こどもの森

夏休み宿題応援
＃２木工教室

8月25日 要 月見山こどもの森

30名

15名

10名

備　考

雨天延期(6月10日）

雨天中止

10名 雨天中止

50名

平 成 3 0 年 度 イ ベ ン ト 情 報

レインスティック！
鳴 き ゼ ミ ！ラワンの種飛ばし！

ハウス２F上段は、展示会場や環境学習等の教室として利用できます。下段は遊び場として開放していま

す。昨年8月、空調設備も整い四季を通じ、快適に利用することができます。利用者からは景色も良く意

外な穴場として人気があります。

※ 要予約
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糸鋸を使った体験学習と木の端材を使った「木工ク

ラフト体験」をヤシィ・パークのアカシア花祭り会

場で開催しました。糸鋸を使った切り抜きは、みん

な上手にできていて満足に行く仕上がりとなり、喜

んでいました。木の端材を使った体験では子供たち

の発想が素晴らしく力作ぞろいでした。

月 見 山 の 一 年

（H29.5.14）竹 と ん ぼ 教 室

木 工 ク ラ フ ト 教 室 「 ネ ッ ツ ト ヨ タ 南 国 あ さ く ら 太 陽 店 」
（H29.7.17）

（H29.5.5）

お お と よ 小 学 校 「 木 の 実 ク ラ フ ト ・ バ ー ベ キ ュ ー 」
（H29.7.9）

初めて、ナイフを使う子供がほどんどでなかなか上手く

竹を削れない子どもや羽根の左右のバランスがなかなか

取れなくて苦労をしている親子、指が痛くてお父さん・

お母さんに手伝ってもらいながらも最後まで諦めず作成

する姿が見られました。また、羽根に熱を加え角度をつ

けると驚き感動する親子もいました。

竹とんぼの仕上がりを確認したくて、出来上がった竹と

んぼをもってヤシイパークの海岸や芝生広場で飛ばして

遊ぶ家族も見られました。

おおとよ小学校のPTA行事としてこども８名・おとな９名が遊びに来てくれました。

前段は、木の実クラフトを体験しました。最初は、どうゆうものにしようかなかなか決まらず悩んでい

た子どももいましたが、次第にいろいろと考えが浮かんできて楽しそうに取り組んでいました。

後段は、キャンプ場でバーベキューです。野外で食べる食事は格別です。思い出に残る一日になったこ

とと思います。

昨年に続き、木工クラフト教室を行いました。前段は、ネームプレートづくり最初は、子どもたちが主

導権をもって作成していましたが完成が近づくにつれて大人たちにスイッチが入り、最後まで熱心に

作っていました。後段は、竹とんぼづくり慣れないナイフ使いに四苦八苦しながらもなんとか完成させ

ることができました。家族の絆を深める有意義な一日になったと思います。

最後に厚紙とストローで作った竹とんぼで飛ばし方をマスターし、早く帰って自分の作った竹とんぼを

飛ばしたいと言っていました。



（H29.7.30）

ネ ッ ツ ト ヨ タ 南 国 の い ち 青 空 店 「 木 の 実 ク ラ フ ト 教 室 」 （H29.8.13）

高知市生涯学習課・夜須中央公民館・夜須はーと児童クラブ・日

章小学校から依頼を受け出前教室をおこないました。

高知市生涯学習課・夜須中央公民館・夜須はーと児童クラブ

の「木の実クラフト及び万年暦」は毎回ですが、子どもたち

の発想に驚かされるとともに教えられることも多いです。

日章小学校で行われました「ラワンの種飛ばし」はあいにく

雨で校庭で思いっきり飛ばして遊ぶことができなくて残念で

したが子供たちは保護者の方々と一緒になって過ごす貴重な

時間となったようです。

「木の実クラフト教室（万年暦）」を行いました。暑い夏の日ではありましたが、終始熱心に取り組ん

でいました。子どもたちの自由な発想とより高い完成度を求めた親御さんの考えがミックスされオリジ

ナリティな作品に仕上がりました。皆さん納得のいく作品となったようです。中にはこれで夏休みの宿

題ができたと喜ぶ子どももいました。

今年も、恒例の木工教室をくろしお鉄道夜須駅

高架下で開催しました。

初めて使うノコギリやトンカチに悪戦苦闘する

人もいましたが、皆さん呑み込みが早く親子の

共同作業もばっちりのご家族が多く、予定（予

想）していた時間よりかなり早くできあがり、

午前中にほとんどの方が完成していました。

「できあがった作品の写真を撮らせて」とお願

いすると皆さん完成させた達成感と、自信に満

ちた良い顔をして撮らせてくれました。



（H29.9.22）

（H29.10.26）

（H29.10.27）

ポ ル カ 「 木 の 実 ク ラ フ ト 体 験 」
（H29.8.22）

ポルカさんが月見山こどもの森に遊びに来て「木の実クラフト体験」しました。

最初は、遠慮がちに作っていましたが、時間が経つと次々と考えが浮かんでくるようで夢中になって

作っていきました。どの作品も表現力が素晴らしいものとなりました。

高知市の保育士会が月見山こどもの森で研修会を

行い「木工クラフト体験」をしました。

糸鋸を使うのが初めての方、何十年ぶりとかの方

ばかりで当初は恐る恐るでしたが、協力しながら、

意見交換も行い終始、和やかな雰囲気の中にも

真剣に取り組み有意義な研修会となったようで

す。
また、時々、童心に帰り我を忘れて無心に取り組

む場面も見られ、またこのような会を開きたいと

の声も聞こえ「ものづくりの楽しさ」を体感した

１日となった事と思います。

岸本小学校の１・２年生１２名が校外学習に来てくれました。約２時間と短い時間ではありましたが

アスレチックコースを使い遊具で遊びながら体力づくりを兼ねて本題である「秋さがし」をしました。

ドングリやクリなどの木の実を見つける生徒や、紅葉し始めた木々など自分なりに秋を感じるものを見

つけていました。

佐川高校の２年生の１クラス２５名が、遠足に

来ました。

到着直後は、記念塔広場でレクリエーションを

行いクラスの融和を図り、笑い声が聞こえてき

ました。昼食は、気の合う仲良しグループ数組

に別れ楽しそうに雑談をしながら食事をとって

いました。昼食後は、アスレチックや園内を散

策して思い思いに遠足を満喫していました。

中には、日ごろの勉強から解放され、思いっき

り自然を感じながら遊ぶことができて楽しかっ

た。との声も聴かれました。

佐古小学校の２年生４０名が社会見学に来てくれました

き

美味しかったようです

で遊ぶ楽しさを感じ

今年度も

験

記念塔広場で

るほど元気で散策を楽しんでいました



（H29.10.29）ものづくりフェスタ（高知職業短期大学校 )「木の実の動物クラフト」

（H29.11.1）

（H29.11.2）

（H29.11.19）

今年も、開催と同時に家族連れが途切れることなく訪れ終始、賑わいました。昨年実施した「木の端材

を使ったクラフト体験」は反響がありすぎてスタッフが対応できない状態となったため今年は従来どお

り「木工クラフト体験」だけにしましたが、ここ数年では、最高の体験者の方となり、スタッフは昼食

も取れないほどでした。

佐古小学校の２年生４０名が社会見学に来てくれました。当初、ハウス２Fで森林環境教育で 、「森の働

き」について勉強した後は、記念塔広場でお弁当をみんな仲良く食べました。外で食べる食事は、格別に

美味しかったようです。昼食の後は、待ちに待ったアスレチックです。テレビゲームとは違った自然の中

で遊ぶ楽しさを感じ、自然の大切さを少しでも感じてもらえたと思います。

今年度も「もみの木幼稚園」が 園外保育で来園してくれました。前段は、「木の実の動物クラフト体

験」を行いました。昨年もそうでしたが今年も園児の作品も完成度・発想に感心をさせらせました。

記念塔広場で、お弁当を美味しく頂いた後は、園内を散策です。園児たちは疲れを知らないのかと誤解す

るほど元気で散策を楽しんでいました。

高知職業短期大学校から依頼を受け、「ものづくり

フェスタ」に初めて参加しました。

この日は、台風の接近と重なり開催できるか来場は

来るのか心配されましたが予約の８０％の方が来場

しました。

このイベントを楽しみにしていた家族も多数くいて

会場は、開始から終始、熱気に包まれていまし

た。 参加者は、思い思いに自由に作品を作り、満足

のいく仕上がりになったようです。どの作品を見て

も発想の素晴らしさ、普段、私たち職員が気づかな

い視点からの作品に感動をうけました。



(H29.11.20,21）

（H29.11.18）

（H29.11.26）

（H29.11.23）

今年で、２回目の参加となりました。昨年は「万年暦」

を実施しましたが、体験者の数が少なくなるため今年は、

より多くの方に体験をして頂き親しんでもらおう

と 「木の実の動物クラフト」を実施しました。

子どもたちの発想に驚かされたのは小さな板ですが、一

つの物語を感じる力作が多かったことです。

フレンド幼稚園の年中組３０名が「どんぐり拾い」に来ました。

園児たちは、ドングリを見つけると「あった、あった」と声を

上げ喜んでいました。

また、翌日は年長組の２８名が「アスレチック」で遊びました。

幼稚園児とは思えないほど次々とアスレチックに挑戦しクリア

していました。見ているこちらがハラハラドキドキしました。

時間が足りなくて最後までできなくて残念そうにしていました

が、また遊びに来てください。

高知森林センター内の情報流館から、イベントに参加してみませんかとのお誘いがあり、初めて出店者

として参加しました。 当日は、雨も降りやや寒い一日でしたが開催から1時間もすると参加者でブース

はいっぱいとなりました。参加者は、慣れない糸鋸に苦労をしていましたが普段は使用しない機械を

使ってのものづくりを楽しんでいました。少し失敗をした方もいましたが出来上がった作品に満足し

「いい体験ができました。」と言って頂きました。

ディサービス北竹島さんが「木の実の動物クラフト体験」に来てくれました。

自分の考えたことを表現する「ものづくり」の楽しさを体感し、最後まで集中して作品を作っていまし

た。中には、できた作品を自慢する子もいました。



（H29.11.28）

（H29.12.10）

（H30.1.14）

（H30.1.28）
ミ ニ 8 8 ヵ 所 の 前 垂 れ 替 え と 巡 路 整 備

（H30.3.7）

びすた保育園が親子遠足に来ました。クラフト体験とアスレチックで汗を流しました。クラフト体験で

は、子供以上に積極的に取り組み保護者の姿も見られましたがアスレチックでは逆転、子供の元気さに

「ついていくのが大変」と声を上げるも方もいましたが楽しい一日を過ごせたようです。

１月の恒例行事となりましたが、地元岸

本の自治会の方々も高齢化が進み、 年々

実施が難しくなっていますが、自衛隊高

知駐屯地の方が多く参加して頂き予定よ

り早く終わることができました。ありが

とうございました。

今年で４年連続の参加であり、当文化祭では恒例となりました。

昨年までは、参加者もまばらでしたが今年は過去最高の方が体験をしてくれました。糸鋸での切り抜き

は大人の方も懐かしがって参加をしてくれました。木の端材を使ったクラフトは、子どもの発想に驚き

ながらもいっしょになって楽しんでいました。

初めて、クリスマスリース作りを開催しました。参加者の中には、あまりやりたくな

く仕方なく参加した子どももいましたが、やっていくうちに次第と考えが浮かんでき

て楽しくなり、最後には夢中なって作成していました。完成後の感想を聞くと「面白

く、楽しかった。」と、うれしそうな顔をしていました。参加者皆さん楽しかったと

の言っていただきました。家族の絆が深まる一日となったようです。

赤岡小学校の１・２年生３６名がドングリ拾いに来

ました。ほとんどの生徒が落ちているドングリばか

りに気を取られ下ばかり見ていましたが、「ドング

リの落ちる音がするよ 」と教えてあげると「本当

だ！」と感激し、しばらく落ちてくる音を楽しんで

帰りました。


